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　黒鮎の極大期に入って太陽面の動きはいよいよ活渡である．大きな黒鮎の

群を日々注置し記録して行くとき私達は太陽の激しさを身に罷験ぜざるを得

なV・・如何したら最も忠實にその模様を燐み得るか，録し得るか．これが太

陽に封ずるときの大きな偶みである・（P）

水星の見える疎いつも見た呪たいと思ひなn”一ら・
?ｯを観る

蒸氣，雲叉は建物等に邪魔されて中k見られないの

が，都會の一隅に畳む吾々の恒である・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大阪）青木童
　私もこの様な事情で今牽でに未だ見たことがなか

った．いや見たかったのだが見られなかったのである．昨年末東方極大離角の

頃肉眼でみとめ，望遠鏡で見たが位置の減上上よくその旧記を見ることが出來

なかった・

　全1くマ】キ＝一リ1の名に違はすし敏捷な運動には驚くが，この水星も途に観望

することが出來た．

　今期東方極大離角も迫ってみる此頃，もう見える時分と物干皇へ出て酉の室

を眺めると，今日はまた實によく澄みきった塞である．…瓢の雲も水蒸氣もな

く西の地誌線まで，と云ひたいが街に佳むZ！’，三園は屋根ばかりである．その

屋根際まで青室が迫ってみる．太陽既に渡して屋根際に金星が弧光をはなって

みた．術よくさがすと見える見える金星の上：方少し右よりに可愛いらしく輝い

てみるのが見えた．早速望遠鏡を出して見ると，なるほど鮮やかに6日月華の

形に観望することが鋤來た．初め7．5糎68倍で観たが6ミリにバ】ロ1レンズを

付けて200倍以上にして見ると，少し無理だがそれでもあまり形がくつれすに

見ることが出來た．

　かの有名なコペル＝クスでさへ，彼の佳居が川岸にあったため霜に妨げられ

て途に一生見ることが出來なかったと云はれてるるこの水星が，望遠鏡で都會

に佳むアVチユア】として，見ることが出來た私は非常に幸幅であると思って

ゐます．（1938．3．31）


